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３
・
３　

憲
法
９
条
を
守
り
、

核
廃
絶
・
原
発
な
く
そ
う
と
訴

え
続
け
た
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
作

家
の
大
江
健
三
郎
さ
ん
が
死
去

３
・
６　

元
徴
用
工
訴
訟
問
題

で
韓
国
政
府
は
日
本
企
業
の
賠

償
を
肩
代
わ
り
す
る
解
決
策
を

発
表
、
韓
国
内
で
反
発
広
が
る

３
・
11　

東
日
本
大
震
災
か
ら

12
年
、
永
田
町
の
首
相
官
邸
前

で
は
原
発
推
進
に
抗
議
の
声

３
・
15　

参
議
院
本
会
議
で
国

会
欠
席
を
続
け
る
ガ
ー
シ
ー
議

員
を
除
名
、
72
年
ぶ
り
３
例
目

▽
春
闘
回
答
、
深
刻
な
人
手
不

足
で
パ
ー
ト
賃
金
ア
ッ
プ
、
一

方
で
９
割
強
の
非
正
規
労
働
者

は
組
合
未
加
入
で
交
渉
で
き
ず

３
・
17　

国
際
刑
事
裁
判
所
が

戦
争
犯
罪
容
疑
で
プ
ー
チ
ン
露

大
統
領
に
逮
捕
状

３
・
20　

習
近
平
中
国
国
家
主

席
が
ロ
シ
ア
を
公
式
訪
問
、
侵

攻
後
初
▽
死
刑
が
確
定
し
た
袴

田
巌
さ
ん
の
再
審
開
始
が
決
定

３
・
21　

Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
日
本
代
表

が
14
年
ぶ
り
３
度
目
の
世
界
一

▽
岸
田
首
相
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を

電
撃
的
訪
問
、
追
加
支
援
表
明

３
・
28　

福
島
第
一
原
発
の
原

子
炉
格
納
容
器
を
初
め
て
撮
影
、

土
台
は
想
定
を
超
え
る
損
傷

月
間

２
０
２
２
年
10
月
１

日
発
行
の
国
鉄
新
聞

３
２
６
７
号
に
、
７

月
８
日
奈
良
市
で
の

街
頭
演
説
中
に
銃
弾

に
倒
れ
た
安
倍
元
総

理
の
「
国
葬
儀
」
に
つ
い
て
私
見

を
紙
面
に
寄
せ
た
▼
海
の
向
こ
う

で
営
ま
れ
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の

国
葬
と
議
会
手
続
き
を
経
ず
、
内

閣
だ
け
で
国
葬
の
判
断
と
決
断
を

行
い
、
国
税
を
費
や
す
こ
と
自
体

が
民
主
主
義
の
視
点
か
ら
問
題
視

さ
れ
、
手
続
き
上
法
的
根
拠
が
確

立
さ
れ
て
い
ず
、国
葬
を
「
国
葬
儀
」

と
表
現
し
た
二
つ
を
比
較
し
思
い

を
綴
っ
た
▼
そ
し
て
再
び
、
今
度

は
４
月
15
日
11
時
半
ご
ろ
、
和
歌

山
市
内
で
演
説
を
始
め
よ
う
と
し

て
い
た
岸
田
首
相
の
近
く
に
筒
状

の
も
の
が
投
げ
込
ま
れ
、
白
い
煙

が
上
が
っ
た
後
に
爆
発
音
が
す
る

と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
幸
い
今

回
岸
田
首
相
に
怪
我
は
な
か
っ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
ど
ち
ら
の
事
件

も
、
本
来
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
民

主
主
義
を
否
定
す
る
行
為
で
あ
り
、

絶
対
に
許
し
て
は
い
け
な
い
▼
着

目
す
る
の
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

事
件
が
起
き
て
し
ま
う
の
か
？
と

い
う
点
▼
昨
年
の
事
件
で
は
逮
捕

さ
れ
た
山
上
容
疑
者
が
、
襲
撃
対

象
と
し
た
安
倍
元
総
理
が
支
援
し

た
旧
統
一
教
会
に
家
庭
環
境
を
壊

さ
れ
た
怨
恨
で
あ
る
旨
を
供
述
、

今
回
の
木
村
容
疑
者
は
、
日
本
に

お
け
る
選
挙
制
度
へ
の
不
満
を
口

に
し
て
い
る
と
い
う
▼
ど
ち
ら
も

日
本
社
会
を
形
作
る
制
度
上
の
問

題
や
大
き
く
社
会
に
影
響
力
を
持

つ
環
境
が
、
人
の
心
の
育
成
に
影

響
し
て
き
て
い
る
と
感
じ
ざ
る
を

得
な
い
。
良
く
も
悪
く
も
昭
和
の

時
代
か
ら
そ
の
長
き
時
代
の
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
を
握
っ
て
き
た
の
は
、

自
民
党
で
あ
る
。
こ
の
事
実
と
向

き
合
わ
な
い
限
り
、
こ
と
の
本
質

は
見
え
て
こ
な
い
気
が
す
る
。（
宮
）

　

毛
利
孝
雄
さ
ん
（
沖
縄
大
学
地

域
研
究
所
特
別
研
究
員
）
の
主
催

者
挨
拶
の
後
、
「
南
西
諸
島
の
最

前
線
基
地
化
の
現
状
」
と
題
し
た

講
演
が
、
琉
球
新
報
の
明
真
南
斗

記
者
を
講
師
に
招
き
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
沖
縄
か
ら
の
訴
え
を

沖
縄
島
か
ら
、
ミ
サ
イ
ル
配
備
か

ら
命
を
守
る
う
る
ま
市
民
の
会
の

宮
城
英
和
事
務
局
長
。
宮
古
島
か

ら
、
ミ
サ
イ
ル
基
地
い
ら
な
い
宮

古
島
住
民
連
絡
会
の
清
水
早
子
さ

ん
。
石
垣
島
か
ら
、
基
地
い
ら

な
い
チ
ー
ム
石
垣
の
上
原
正
光
さ

ん
。
与
那
国
島
か
ら
、
与
那
国
島

の
明
る
い
未
来
を
願
う
イ
ソ
バ
の

会
の
狩
野
史
江
さ
ん
が
オ
ン
ラ
イ

ン
を
通
じ
て
行
っ
た
。

　

集
会
の
賛
同
団
体
か
ら
は
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
平
和
・
人
権
・
環
境

の
藤
本
泰
成
共
同
代
表
、
全
国
労

働
組
合
連
絡
協
議
会
か
ら
渡
邊
洋

議
長
が
挨
拶
し
、
安
保
破
棄
中
央

実
行
委
員
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
紹
介
さ
れ
閉
会
し
た
。

再
び
沖
縄
を
戦
場
に
さ
せ
な
い
！

　

岸
田
政
権
は
昨
年
の
12
月
16
日

に
、
安
保
関
連
三
文
書
を
閣
議
決

定
し
た
が
、
こ
の
文
書
の
中
に
は

「
台
湾
有
事
」
を
想
定
し
て
南
西

諸
島
を
戦
争
の
最
前
線
に
す
る
軍

事
方
針
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

南
西
諸
島
の
最
前
線
基
地
化
の

内
容
は
、
①
那
覇
市
が
拠
点
の
陸

自
第
15
旅
団
を
規
模
の
大
き
い
師

団
へ
の
格
上
げ
。
②
う
る
ま
市
へ

　
「
止
め
よ
う
！
辺
野
古
埋
め
立
て
」
国
会
包
囲
実
行
委
員
会
主

催
の
「
南
西
諸
島
の
戦
場
化
を
許
さ
な
い
！
安
保
関
連
３
文
書
の

閣
議
決
定
撤
回
！
３
・
27
集
会
」
が
東
京
都
文
京
区
の
全
水
道
会

館
で
３
月
27
日
に
開
催
さ
れ
、
労
働
者
・
市
民
１
０
５
名
が
参
加

し
た
。

の
12
式
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
部
隊
の
配

備
。
③
沖
縄
市
へ
の
弾
薬
庫
建
設
。

④
宮
古
島
の
下
地
島
空
港
（
民
間
空

港
）
の
自
衛
隊
基
地
化
。
⑤
本
年
１

月
の
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
で

合
意
さ
れ
た
米
軍
嘉
手
納
弾
薬
庫
の

自
衛
隊
と
の
共
同
使
用
。
⑥
与
那
国

島
へ
の
電
子
戦
部
隊
と
地
対
空
ミ
サ

イ
ル
部
隊
の
配
備
。
⑦
石
垣
島
へ
の

４
月
か
ら
の
12
式
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル

部
隊
と
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
部
隊
の
配

備
強
行
。
⑧
沖
縄
の
戦
場
化
を
想
定

し
て
の
医
療
拠
点
と
し
て
那
覇
市
の

自
衛
隊
病
院
の
増
改
築
な
ど
、
ま
さ

に
『
戦
争
す
る
国
づ
く
り
』
に
向
け

た
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、

宮
古
島
（
配
備
済
）
、
石
垣
島
（
４

月
配
備
）
、
沖
縄
島
（
年
内
配
備
）

の
ミ
サ
イ
ル
は
数
年
先
に
は
射
程
が

１
千
㎞
の
敵
基
地
攻
撃
の
能
力
を
持

つ
ミ
サ
イ
ル
に
代
わ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　

沖
縄
の
戦
場
化
に
対
し
て
、
石

垣
島
で
は
昨
年
の
12
月
に
自
衛
隊

誘
致
派
の
一
部
議
員
も
含
め
て

長
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
配
備
に
反
対

す
る
意
見
書
が
可
決
さ
れ
た
。
玉

城
沖
縄
県
知
事
は
長
距
離
ミ
サ
イ

ル
の
配
備
反
対
を
表
明
す
る
と
と

も
に
、
沖
縄
県
が
自
治
体
と
し
て

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
い
て

平
和
外
交
を
進
め
る
「
地
域
外
交

室
」
を
設
置
し
た
。

　

沖
縄
県
内
で
は
、
保
守
、
革
新

の
枠
を
超
え
て
、
「
再
び
沖
縄
を

戦
場
に
さ
せ
な
い
！
」
と
の
一
致

点
で
県
民
の
総
結
集
に
む
け
て
の

闘
い
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
沖
縄
の
闘
い
に
、
私

た
ち
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く

こ
と
が
、
岸
田
政
権
の
推
し
進
め

る
『
戦
争
す
る
国
づ
く
り
』
を
阻

止
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
。
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主
催
者
を
代
表
し
て
憲
法
共
同

セ
ン
タ
ー
の
小
畑
雅
子
全
労
連
議

長
は
、
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保

有
へ
向
け
大
軍
拡
に
税
金
を
つ
ぎ

込
む
一
方
、
社
会
保
障
、
教
育

な
ど
私
た
ち
の
切
実
な
要
求
の
分

野
の
予
算
が
削
ら
れ
て
い
る
。
大

軍
拡
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
い
の

ち
、
暮
ら
し
を
守
る
政
治
を
つ
く

ろ
う
。
安
保
３
文
書
の
閣
議
決
定

撤
回
を
求
め
て
声
を
上
げ
よ
う
」

と
挨
拶
し
た
。

　

政
党
か
ら
は
立
憲
民
主
党
・
日

本
共
産
党
・
社
民
党
か
ら
、
「
岸

田
首
相
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
訪
問
し

た
が
、
日
本
は
非
軍
事
の
人
道
支

援
の
立
場
で
こ
そ
力
を
尽
く
す
べ

き
。
戦
争
す
る
国
、
大
軍
拡
を
止

挨
拶
す
る
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

藤
本
泰
成
共
同
代
表

オンラインで報告する上原正光さん（石垣島）
　

集
会
は
東
京
東
部
全
労
協
の
山

口
文
和
事
務
局
長
の
司
会
で
進
行

さ
れ
た
。

　

開
会
挨
拶
を
全
労
協
の
渡
邊

洋
議
長
が
行
っ
た
あ
と
、
脱
原

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
上
俊
男

さ
ん
が
、
「
①

放
射
能
汚
染
水

を
め
ぐ
る
主
な

経
過
、
②
こ
の

間

の

全

労

協

と

対

政

府

・

東

電

と

の

話

し
合
い
を
受
け

て
、
③
文
科
省

が
２
０
２
１
年

10
月
に
公
表
し

た
『
放
射
線
副

読
本
』
お
よ
び

チ
ラ
シ
の
全
国

の
学
校
に
無
償

で
配
布
を
撤
回

さ
せ
よ
う
」
と

の
基
調
報
告
を

行
っ
た
。

　

国
労
議
員
団
で
も
あ
る
狩
野
光

昭
い
わ
き
市
議
会
議
員
（
フ
ク
シ

マ
原
発
労
働
者
セ
ン
タ
ー
代
表
）

が
福
島
現
地
か
ら
の
訴
え
を
行

い
、
①
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

の
汚
染
水
海
洋
放
出
の
直
近
の
経

過
、
②
汚
染
水
海
洋
放
出
の
問
題

点
、
③
政
党
及
び
各
団
体
等
の
反

対
運
動
の
取
組
と
県
内
世
論
の
現

状
、
④
汚
染
水
の
陸
上
保
管
に
向

け
た
広
範
な
闘
い
の
形
成
に
つ
い

て
詳
し
く
報
告
さ
れ
た
。

　

最
後
に
脱
原
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
瀧
秀
樹
さ
ん
の
行
動
提
起
を
受

け
集
会
を
終
え
た
。

放
射
能
処
理
水
の
海
洋
放
出
は

絶
対
許
さ
れ
な
い

　

東
日
本
大
震
災
・
福
島
原
発
事

故
か
ら
12
年
が
過
ぎ
た
な
か
、
岸

田
政
権
は
原
発
を
「
最
大
限
活

用
」
す
る
新
方
針
を
決
め
、
建

て
替
え
や
運
転
期
間
の
延
長
に
踏

み
出
し
、
今
国
会
で
関
連
法
案
の

成
立
を
図
る
構
え
を
示
し
、
「
原

発
復
権
」
を
主
導
す
る
経
済
産
業

省
に
原
子
力
規
制
委
も
追
随
し
、

「
推
進
と
規
制
の
分
離
」
も
揺
ら

い
で
い
る
。

　

２
０
２
１
年
４
月
、
東
京
電
力

と
政
府
は
、
東
電
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
に
貯
ま
る
１
２
８
万

ト
ン
以
上
の
放
射
能
汚
染
水
を
太

平
洋
に
放
出
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
こ
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
海

洋
放
出
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る

“
処
理
水
”
に
は
、
ト
リ
チ
ウ
ム

の
ほ
か
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
90
、
炭

素
14
な
ど
の
放
射
性
物
質
が
基
準

値
を
こ
え
て
残
留
し
て
い
る
。
そ

れ
を
い
く
ら
海
水
で
薄
め
て
も
、

海
に
流
れ
出
る
放
射
性
物
質
の
総

量
が
減
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

環
境
破
壊
と
健
康
破
壊
に
つ
な

が
る
汚
染
水
（
処
理
水
）
の
海
洋

放
出
を
私
た
ち
は
阻
止
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

全
国
労
働
組
合
連
絡
協
議
会
（
全
労
協
）
脱
原
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
主
催
の
「
放
射
能
の
海
洋
放
出
強
行
を
許
さ
な
い
！
４
・
12
全

労
協
脱
原
発
集
会
」
が
４
月
12
日
に
東
京
都
文
京
区
の
全
水
道
会

館
で
開
催
さ
れ
た
。

  

放
射
能
の
海
洋
放
出
強
行
を
許
さ
な
い

   

４
・
12
全
労
協
脱
原
発
集
会

め
る
た
め
、
市
民
と
野
党
の
共
闘

を
改
め
て
構
築
し
て
い
こ
う
」
と

訴
え
ら
れ
、
そ
の
後
、
連
帯
挨
拶

が
行
わ
れ
、
形
骸
化
す
る
国
会
審

議
に
抗
議
の
声
を
あ
げ
る
べ
く
、

緊
急
で
取
り
組
ま
れ
た
行
動
を
終

え
た
。

　

参
議
院
で
の
２
０
２
３
年
度
予

算
案
の
実
質
審
議
で
岸
田
首
相

は
、
敵
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
な
ど
を

攻
撃
す
る
「
反
撃
能
力
」
の
保
有

に
よ
り
、
「
ア
メ
リ
カ
の
打
撃
力

に
完
全
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、

自
国
防
衛
で
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
か
ら

国
民
の
命
を
守
る
能
力
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
」
と
答
弁
し
、
院
内

で
の
多
数
を
背
景
に
、
安
保
・
子

ど
も
政
策
や
原
発
政
策
な
ど
重
要

議
案
の
実
質
審
議
を
な
お
ざ
り
に

し
た
ま
ま
、
憲
法
の
衆
院
優
越
規

定
に
よ
り
予
算
案
が
成
立
し
た
。

　

戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会

と
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
の
共
催
に
よ
る
「
軍

拡
や
め
ろ
！
軍
事
費
増
や
す
な
！
増
税
反
対
！
暮
ら
し
を
守
れ
！

３
・
24
国
会
正
門
前
行
動
」
が
３
月
24
日
に
取
り
組
ま
れ
、
国
会

正
門
前
に
は
３
０
０
人
を
超
え
る
労
働
者
・
市
民
が
参
加
し
た
。

 

軍
拡
や
め
ろ
！ 

軍
事
費
増
や
す
な
！ 

 

増
税
反
対
！ 

暮
ら
し
を
守
れ
！

  

３
・
24
国
会
正
門
前
行
動

行動提起する瀧秀樹さん
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中
央
総
決
起
集
会
は
、
木
村
副

委
員
長
の
司
会
で
進
行
さ
れ
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
松
川
委

員
長
が
挨
拶
し
、
春
闘
を
取
り
巻

く
情
勢
と
春
闘
勝
利
に
向
け
た
決

意
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、（
一
財
）
国
労
会
館

中
央
労
働
講
座
が
取
り
組
ま
れ
、

神
奈
川
総
合
法
律
事
務
所
の
山
岡

遥
平
弁
護
士
を
講
師
に
、「
日
本

の
安
全
保
障
問
題
と
憲
法
に
つ
い

て
考
え
る
」
と
題
し
た
講
演
を
聴

講
し
た
。

　

講
演
で
は
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

て
、
安
保
３
文
書
（
国
家
安
全
保

障
戦
略
・
国
家
防
衛
戦
略
・
防
衛

力
整
備
計
画
）
に
つ
い
て
、
文
書

の
性
格
・
位
置
づ
け
・
特
徴
・
内

容
・
経
緯
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
特

に
想
定
さ
れ
る
反
撃
能
力
の
違
憲

性
に
触
れ
ら
れ
、
最
後
に
、
安
保

法
制
が
変
更
に
な
れ
ば
Ｊ
Ｒ
も
有

  

23
春
闘
を
通
じ
て
労
働
組
合
の

 　

   
必
要
性
や
運
動
を
訴
え
て
い
こ
う

　

国
労
は
２
月
27
日
、
東
京
都
港
区
新
橋
・
交
通
ビ
ル
に
て
「
２
０
２
３
春
闘
勝
利
・
国
労
中
央
総
決

起
集
会
」
を
開
催
し
た
。

　

総
決
起
集
会
に
は
、
会
場
に
参
加
し
た
組
合
員
に
加
え
、
中
央
集
会
に
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
だ
エ
リ

ア
・
地
方
本
部
の
独
自
集
会
等
を
リ
モ
ー
ト
で
繋
げ
る
こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
国
労
と
し
て

23
春
闘
を
全
国
統
一
闘
争
と
し
て
闘
う
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

23
春
闘
勝
利
・
中
央
総
決
起
集
会

事
に
動
員
の
可
能
性
も
あ
り
、
労

働
組
合
と
し
て
の
視
点
で
護
憲
の

闘
い
の
重
要
性
が
語
ら
れ
た
。

　

岩
元
書
記
長
よ
り
、
２
０
２
３

春
闘
に
向
け
た
取
り
組
み
と
各
政

党
要
請
報
告
が
行
わ
れ
、
政
党
要

請
報
告
の
あ
と
、「
１
月
28
日
に

開
催
し
た
第
１
９
３
回
拡
大
中
央

員
会
に
お
い
て
、
２
０
２
３
年
春

闘
の
当
面
の
闘
争
方
針
を
確
立
し

て
き
た
。
こ
の
間
の
コ
ロ
ナ
禍
の

中
に
お
い
て
も
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
安
全
・
安
定

輸
送
に
従
事
し
て
き
た
労
働
者
に

対
し
、
生
活
で
き
る
賃
金
を
求
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ

ロ
ナ
禍
の
な
か
に
お
い
て
Ｊ
Ｒ

各
社
に
お
い
て
も
大
き
な
減
収
と

な
っ
て
い
る
が
、
固
定
費
の
削
減

や
働
き
方
の
変
化
に
協
力
を
し
て

き
た
労
働
者
に
対
し
賃
金
削
減
を

続
け
れ
ば
、
現
在
、
顕
著
に
な
っ

て
き
て
い
る
若
年
離
職
の
問
題
な

ど
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と

考
え
る
。
だ
た
人
件
費
の
削
減
を

行
っ
て
い
る
だ
け
で
は
鉄
道
の
安

全
・
安
定
輸
送
を
維
持
す
る
こ
と

は
困
難
に
な
る
。
春
闘
方
針
と
し

て
、
全
組
合
員
が
参
加
す
る
職
場

か
ら
春
闘
構
築
を
目
指
す
こ
と
と

し
、
２
月
13
日
に
各
社
一
斉
に
申

し
入
れ
を
行
い
、
３
月
15
日
を
回

答
指
定
日
と
し
交
渉
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
回
答
指
定
日
に
向
け
交

渉
の
後
押
し
と
て
し
て
職
場
か
ら

他
労
組
、
未
加
入
の
仲
間
も
巻
き

込
み
、
賃
上
げ
、
労
働
条
件
改
善

と
と
も
に
、
組
織
拡
大
を
勝
ち

取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
グ
ル
ー
プ
会
社
に
お
け

る
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
と
と

も
に
本
体
と
の
格
差
是
正
の
取
り

組
み
も
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
情

勢
や
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
が
、
物
価
高
の
中
で
労
働
者
は

疲
弊
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
そ

う
し
た
状
況
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、

労
働
組
合
の
必
要
性
や
運
動
を
職

場
の
中
で
訴
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
賃
金
や
労
働
条
件
に
つ
い
て

　

２
月
26
日
、
全
国
の
青
年
部
・

女
性
部
・
家
族
会
の
仲
間
が
東
京

に
結
集
し
、
青
年
・
女
性
・
家
族

中
央
総
行
動
を
開
催
し
た
。

　

中
央
総
行
動
で
は
、(

一
財)

国
鉄
労
働
会
館
主
催
の
中
央
労
働

講
座
、「
改
正
育
児
介
護
休
業
法

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」
を
受

講
し
た
。
横
浜
合
同
法
律
事
務
所

の
海
渡
双
葉
弁
護
士
に
講
師
を
お

願
い
し
、
育
児
休
暇
や
介
護
休
暇

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
職
場
で

活
か
す
た
め
の
学
習
を
行
っ
た
。

改
正
育
児
介
護
休
業
法
の
改
正
に

よ
っ
て
、
今
ま
で
よ
り
も
育
児
休

暇
で
取
得
の
意
向
確
認
が
義
務
化

に
な
る
な
ど
、
制
度
上
は
取
得
し

や
す
く
な
っ
た
が
、
実
際
に
取
得

す
る
た
め
に
は
職
場
全
体
の
協
力

が
不
可
欠
で
あ
り
、
労
働
者
の
多

能
化
で
業
務
に
影
響
し
な
い
工
夫

や
、
育
児
や
介
護
で
男
性
が
休
業

す
る
こ
と
に
対
す
る
理
解
度
を
高

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
話
さ

れ
た
。

　

受
講
後
は
参
加
者
を
２
つ
の
分

散
会
に
分
け
て
、
労
働
講
座
で
学

ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
「
自
分
の
職

場
で
活
か
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
？
」「
職
場
の
現
状
か
ら

問
題
解
決
の
た
め
に
は
何
が
必
要

か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
議
論
を

し
た
。

　

分
散
会
で
は
、「
労
働
講
座
で

休
む
工
夫
と
し
て
業
務
の
多
能
化

な
ど
が
あ
っ
た
が
、
労
働
組
合
と

し
て
は
多
能
化
よ
り
も
十
分
な
要

員
配
置
が
必
要
」「
安
心
し
て
休

め
る
賃
金
補
償
な
ど
を
求
め
て
運

動
し
な
い
と
い
け
な
い
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。
最
後
に
、
改

め
て
大
幅
賃
上
げ
や
労
働
条
件
の

改
善
な
ど
、
労
働
者
の
働
き
や
す

い
環
境
こ
そ
が
国
民
的
課
題
で
あ

る
少
子
高
齢
化
を
は
じ
め
、
諸
問

題
に
対
し
て
最
も
効
果
的
で
あ
る

と
集
約
し
た
。

　

今
回
の
行
動
を
通
じ
青
年
・
女

性
・
家
族
は
団
結
し
、
国
労
の
強

み
で
あ
る
全
国
単
一
組
織
の
優
位

性
を
活
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
会

社
間
の
垣
根
を
超
え
た
運
動
を

展
開
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ

た
。

　

翌
日
、
青
年
部
・
女
性
部
・

家
族
会
は
国
労
本
部
主
催
の

「
２
０
２
３
年
春
闘
勝
利
！
２
・

27
国
労
中
央
総
行
動
」
に
参
加
し
、

午
前
中
は
新
橋
駅
Ｓ
Ｌ
前
で
の
宣

伝
行
動
を
取
り
組
み
、
午
後
の
中

央
総
決
起
集
会
に
参
加
し
た
。

　

実
行
委
員
会
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　

山
中
和
也

　

３
月
２
日
に
大
津
地
裁
（
畑
山

靖
裁
判
長
）
は
、
関
生
支
部
の
湯

川
裕
司
執
行
委
員
長
に
対
し
て
懲

役
４
年
の
実
刑
判
決
、
執
行
委
員

な
ど
５
人
に
対
し
て
懲
役
３
年
か

ら
１
年
（
執
行
猶
予
つ
き
）
の
判

決
を
言
い
渡
し
た
。

　

労
働
組
合
活
動
に
関
す
る
裁
判

に
お
け
る
殺
人
罪
（
懲
役
５
年
以

上
）
並
み
の
実
刑
判
決
は
、
前
代

未
聞
と
言
っ
て
良
い
。
こ
れ
ま
で

の
判
例
や
法
解
釈
を
大
き
く
超
え

る
今
回
の
判
決
は
、
労
働
組
合
に

よ
る
労
働
者
の
権
利
を
守
る
正
当

な
取
り
組
み
を
犯
罪
と
認
定
す
る

極
め
て
恣
意
的
な
判
断
で
あ
り
、

労
働
者
の
権
利
を
規
定
す
る
憲
法

規
定
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
決
し

て
許
さ
れ
な
い
。

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵

守
）
は
、
企
業
に
お
い
て
も
活
動

の
重
要
な
要
素
と
し
て
周
知
徹
底

が
図
ら
れ
て
い
る
。
個
人
情
報
の

流
失
、
安
全
へ
の
脅
威
、
労
働
災

害
や
過
労
死
な
ど
、
法
令
違
反
は

多
く
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
。

　

２
０
２
０
年
に
は
「
公
益
通
報

者
保
護
法
」
が
改
正
さ
れ
、
規
模

の
大
き
い
企
業
や
医
療
法
人
、
学

校
法
人
、
そ
の
他
公
益
法
人
等
に

「
内
部
通
報
制
度
」
の
整
備
が
義

務
付
け
ら
れ
た
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
徹
底
は
、
い
ま
や
企
業
活

動
の
基
本
を
な
し
て
い
る
。
企
業

の
社
会
的
責
任
が
重
要
性
を
増
す

今
日
、
労
働
組
合
に
よ
る
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
は
、
国
際
的
に

も
当
然
に
行
わ
れ
、
正
当
な
企
業

活
動
を
支
え
る
重
要
な
柱
と
な
っ

て
い
る
。

　

し
か
し
今
回
の
判
決
は
、
法

的
手
続
を
踏
ん
で
労
働
組
合
と

認
定
さ
れ
て
い
る
関
生
支
部
を

暴
力
組
織
と
同
様
に
扱
い
、
企

業
の
法
令
違
反
は
不
問
に
付
し
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
を
「
恐

喝
」
と
認
定
し
て
い
る
。

　

し
か
も
、「
強
要
の
証
拠
は
な

い
が
、
企
業
が
関
生
支
部
の
行

う
産
業
政
策
へ
の
カ
ン
パ
を
行

う
理
由
も
な
い
か
ら
、
関
生
支

部
が
カ
ン
パ
を
強
要
し
た
と
推

認
さ
れ
る
」
と
す
る
。
あ
ま
り

に
も
稚
拙
で
恣
意
的
な
判
断
に

開
い
た
口
が
塞
が
ら
な
い
。
ま

た
、
取
り
調
べ
に
際
し
て
の
検

察
官
の
「
関
生
を
削
る
」
と
の

発
言
で
明
ら
か
な
、
団
結
権
の

侵
害
行
為
に
関
し
て
も
、「
捜
査

過
程
で
職
務
違
反
が
あ
っ
た
と

は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
一
蹴
し

た
。
こ
れ
は
、
企
業
の
法
令
遵

守
を
求
め
労
働
者
の
権
利
を
確

保
し
よ
う
と
す
る
労
働
組
合
へ

の
、
検
察
と
司
法
が
結
託
し
た

大
弾
圧
と
言
え
る
。

　

こ
の
間
、
関
生
支
部
に
対
し
て

は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
が
威
力
業
務
妨

害
、
正
社
員
化
の
要
求
や
就
労
証

明
書
の
請
求
が
強
要
、
雇
用
確
保

の
工
場
占
拠
闘
争
が
恐
喝
な
ど
と

す
る
、
で
っ
ち
上
げ
と
言
え
る
事

件
・
裁
判
が
10
件
以
上
に
の
ぼ
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
公
権
力
の

不
当
な
弾
圧
の
中
で
、
労
働
組
合

が
正
常
な
機
能
を
確
保
す
る
こ
と

は
困
難
と
い
え
る
。

　

私
た
ち
は
、
労
働
組
合
が
担
う

社
会
的
役
割
が
正
当
に
行
使
さ
れ

る
状
況
を
つ
く
り
あ
げ
、
労
働
者

の
働
く
権
利
を
確
保
で
き
る
社
会

を
め
ざ
す
た
め
、
今
回
の
判
決
の

持
つ
意
図
を
許
さ
ず
、
引
き
続
き

裁
判
勝
利
を
求
め
て
闘
い
を
強
化

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

生
コ
ン
の
品
質
改
善
・
労
働
安
全
の
確
保
や
法
令
遵
守
な
ど
を
求

め
る
全
日
本
建
設
運
輸
労
働
組
合
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
（
関
生
支

部
）
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
が
、
恐
喝
未
遂
や
威
力
業
務
妨
害

罪
に
問
わ
れ
た
事
件
で
、大
津
地
裁
は
不
当
な
判
決
を
言
い
渡
し
た
。

　

今
回
の
判
決
は
憲
法
に
規
定
さ
れ
る
労
働
者
の
権
利
を
著
し
く
侵

害
す
る
も
の
で
あ
り
、
と
う
て
い
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

全
日
建
関
西
生
コ
ン
支
部
へ
の
不
当
判
決
糾
弾

 
青
年
・
女
性
・
家
族
中
央
総
行
動

  

労
働
者
の
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を

  

組
合
運
動
で
勝
ち
取
ろ
う

会
社
と
交
渉
が
行
え
る
の
は
労
働

組
合
で
あ
り
、
組
合
員
一
人
一
人

が
職
場
か
ら
信
頼
を
勝
ち
取
っ
て

い
く
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
と

お
し
て
、
賃
金
・
労
働
条
件
改
善
、

組
織
拡
大
へ
つ
な
げ
、
職
場
・
地

域
か
ら
一
体
と
な
っ
て
闘
っ
て
い

く
」
と
の
提
起
が
行
わ
れ
た
。

　

地
方
か
ら
の
発
言
は
、
本
会
場

か
ら
東
京
地
本
八
王
子
地
区
本
部

の
本
間
さ
ん
、
静
岡
地
本
の
工
藤

さ
ん
が
行
い
、
リ
モ
ー
ト
参
加
の

旭
川
地
区
本
部
の
佐
藤
書
記
長
、

米
子
地
本
の
吾
郷
書
記
長
が
行
っ

た
。
続
い
て
東
日
本
・
九
州
エ
リ

ア
本
部
、
秋
田
・
近
畿
・
岡
山
地

本
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

会
場
に
流
さ
れ
た
。

　

決
意
表
明
を
東
日
本
エ
リ
ア
本

部
の
彦
田
業
務
部
長
、
西
日
本
エ

リ
ア
本
部
の
大
北
書
記
長
、
全
国

貨
物
協
議
会
の
因
泥
議
長
、
青
年
・

女
性
・
家
族
行
動
委
員
会
か
ら
谷

澤
女
性
部
長
が
行
い
、
山
中
本
部

青
年
部
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で

集
会
を
終
え
た
。

山
中
青
年
部
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う

中
央
総
決
起
集
会
参
加
者
（
本
会
場
）

近
畿
地
本
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

行動提起を行う岩元書記長 講演する山岡弁護士

本会場発言の
静岡地本工藤さん

行動の集約を行う谷澤女性部長
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３
月
９
日
15
時
30
分
よ
り
、
Ｊ

Ｒ
西
日
本
本
社
・
貨
物
関
西
支
社

前
に
お
い
て
「
23
年
春
闘
勝
利　

安
全
・
安
心
の
鉄
道
と
社
会
を
つ

く
ろ
う　

３
・
９
国
労
西
日
本
総

行
動
」
を
開
催
し
た
。

　

中
野
執
行
副
委
員
長
が
開
会
の

挨
拶
を
行
な
い
、
主
催
者
を
代
表

し
て
植
田
執
行
委
員
長
が
、「
溜
め

込
ん
で
き
た
内
部
留
保
を
働
く
者

の
生
活
向
上
、
雇
用
を
守
る
こ
と

に
活
用
す
る
こ
と
が
企
業
の
社
会

的
責
任
で
あ
る
。
労
働
組
合
の
役

割
を
活
か
し
、
利
用
者
・
国
民
の

安
全
・
安
心
の
鉄
道
を
守
る
た
め

に
運
動
を
進
め
る
と
共
に
、
要
求

の
獲
得
、
労
働
条
件
の
改
善
、
契

約
社
員
の
正
社
員
化
、
労
働
者
の

生
活
と
権
利
を
守
る
た
め
、
職
場
・

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵

攻
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
が
、
未

だ
に
厳
冬
の
地
で
は
戦
火
が
絶
え

ず
、
民
間
施
設
や
住
宅
も
攻
撃
の

対
象
と
な
り
、
一
般
市
民
や
子
供

た
ち
ま
で
も
巻
き
添
え
に
し
た
ミ

サ
イ
ル
攻
撃
の
応
酬
で
毎
日
の
よ

う
に
尊
い
命
が
奪
わ
れ
続
け
、
ロ

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
憲
法
９

条
を
壊
す
な
！
実
行
委
員
会
の
菱

山
南
帆
子
さ
ん
が
挨
拶
し
、「
憲

法
違
反
の
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保

有
を
は
じ
め
、
岸
田
政
権
が
大
軍

拡
を
狙
っ
て
い
る
が
、
メ
デ
ィ
ア

は
こ
の
問
題
を
大
き
く
取
り
上
げ

て
い
な
い
。
私
た
ち
が
街
頭
に
出

て
市
民
に
知
ら
せ
て
い
こ
う
」
と
、

大
軍
拡
・
大
増
税
に
反
対
す
る
署

名
の
成
功
を
訴
え
た
。

　

政
党
か
ら
は
、
日
本
共
産
党
の

吉
良
よ
し
子
参
院
議
員
、
社
民
党

の
服
部
良
一
幹
事
長
が
参
加
し
、

　

昨
年
２
月
24
日
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
軍
事
侵
攻
を
開
始

し
て
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
２
月
24
日
に
、
さ
よ
う
な
ら
原
発

１
０
０
０
万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
と
戦
争
さ
せ
な
い
・
９

条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
の
共
催
で
「
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
１
年 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
！
２
・
24
日

比
谷
野
音
集
会
＆
デ
モ
」
を
開
催
し
、
雨
が
降
る
な
か
１
０
０
０

人
を
超
え
る
労
働
者
・
市
民
が
参
加
し
た
。

シ
ア
の
戦
術
核
の
使
用
の
恫
喝
ま

で
行
わ
れ
る
中
で
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加

盟
国
に
よ
る
最
新
兵
器
の
武
器
供

与
に
よ
っ
て
戦
闘
は
一
段
と
激
し

さ
を
増
し
て
い
る
。

　

国
連
高
等
弁
務
官
事
務
所
の
報

告
で
は
、
こ
の
１
年
で
亡
く
な
っ

た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民
間
人
は
子
供

４
３
３
人
を
含
む
７
０
３
１
人
と

さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
数
え

き
れ
な
い
ほ
ど
の
死
傷
者
が
出
て

い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

こ
の
蛮
行
の
連
鎖
に
歯
止
め
を

か
け
、
戦
争
放
棄
と
国
際
協
調
の

理
念
の
も
と
に
一
刻
も
早
い
和
平

協
議
を
通
じ
た
停
戦
を
実
現
さ
せ

る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
と
な
っ

て
い
る
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
総
が
か
り

行
動
実
行
委
員
会
の
高
田
健
共
同

代
表
は
、「
国
連
憲
章
や
国
際
社
会

の
批
判
を
無
視
し
て
侵
略
行
為
を

続
け
る
ロ
シ
ア
政
府
に
断
固
抗
議

す
る
。
戦
争
に
抵
抗
し
、
平
和
を
求

め
る
全
世
界
の
人
た
ち
と
連
帯
し

な
が
ら
、
即
時
停
戦
を
求
め
て
声
を

あ
げ
続
け
よ
う
」
挨
拶
し
た
。

　

政
党
か
ら
は
、
社
民
党
党
首
の
福

島
瑞
穂
参
院
議
員
、
日
本
共
産
党
の

笠
井
亮
、
宮
本
徹
の
両
衆
院
議
員
と

岩
渕
友
参
院
議
員
が
参
加
し
た
。

　

連
帯
挨
拶
で
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
志
葉
玲
さ
ん
が
、「
数
日
前

ま
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
取
材
し
て
い

た
が
、
病
院
の
敷
地
や
学
校
に
ミ

サ
イ
ル
が
飛
ん
で
き
て
い
た
。
ロ

シ
ア
軍
は
戦
争
犯
罪
を
繰
り
返
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
暴
挙
は
止
め

な
い
と
い
け
な
い
」
と
訴
え
た
。

日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
今
井
高
樹
代
表
理
事
は
、

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
を
口
実
に

日
本
政
府
は
、
安
保
３
文
書
の
改

定
を
は
じ
め
戦
争
準
備
を
進
め
、

憲
法
９
条
を
持
つ
平
和
国
家
と
し

て
の
信
頼
を
踏
み
に
じ
ろ
う
と
し

て
い
る
。
私
た
ち
は
、
平
和
の
声

を
あ
げ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

集
会
後
、
参
加
者
で
銀
座
デ
モ

を
取
り
組
み
、
沿
道
の
人
々
に
即

時
停
戦
を
共
に
求
め
て
い
こ
う
と

訴
え
た
。

 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
１
年

  

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を

　

３
月
４
日
に
開
催
し
た
「
国
労
長

野
地
本
第
１
４
２
回
拡
大
地
方
委

員
会
」
終
了
後
に
、
国
労
長
野
会
館

に
お
い
て
「
長
野
地
本
２
０
２
３
春

闘
学
習
会
」
を
開
催
し
た
。

　

開
会
挨
拶
の
あ
と
、
私
鉄
県
連

の
若
林
茂
執
行
委
員
長
を
講
師
に

招
き
講
演
を
受
け
た
。

　

講
演
後
、
Ａ
・
Ｂ
の
２
班
に
分

か
れ
、
私
鉄
の
仲
間
に
も
参
加
し

て
も
ら
い
分
散
会
を
開
催
し
た
。

　

私
鉄
の
仲
間
か
ら
は
、
集
団
交

渉
や
対
角
線
交
渉
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
一
方
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
は

人
材
確
保
に
向
け
初
任
給
増
額
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
全
体

の
底
上
げ
に
な
っ
て
い
な
い
。
貨

物
の
仲
間
か
ら
は
休
日
が
取
れ
な

い
、
生
活
設
計
の
問
題
含
め
、
職

場
で
現
場
長
に
賃
上
げ
等
要
求
し

て
い
る
と
い
っ
た
報
告
も
あ
っ

た
。
バ
ス
会
社
の
仲
間
か
ら
も
人

材
不
足
の
実
態
が
出
さ
れ
た
。

　

学
習
会
に
参
加
し
て
、
共
闘
し
て

い
く
中
で
、
労
働
者
の
全
体
的
な
賃

上
げ
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
か
ら
春
闘
を
最
後
ま
で
共
に

闘
お
う
」
と
挨
拶
を
行
な
っ
た
。

　

国
労
本
部
の
岩
元
書
記
長
が
、

「
安
定
・
安
全
輸
送
を
続
け
る
為

に
は
、
労
働
条
件
の
改
善
、
大
幅

賃
上
げ
し
か
な
い
。
私
た
ち
の
要

求
に
対
し
て
、
会
社
は
し
っ
か
り

と
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

決
意
表
明
を
行
な
っ
た
。

　

関
西
貨
物
協
議
会
よ
り
工
藤
議

長
が
、「
減
収
を
理
由
に
社
員
へ

の
責
任
転
嫁
は
認
め
ら
れ
な
い
。

社
員
は
生
活
苦
で
１
日
２
食
な
ど

厳
し
い
生
活
を
し
て
い
る
。
で
き

な
い
で
は
な
く
や
ら
な
い
と
い
け

な
い
と
し
て
一
歩
踏
み
出
そ
う
」

と
決
意
表
明
を
行
な
っ
た
。

　

伊
野
賃
金
対
策
部
長
が
西
日
本

本
社
と
の
交
渉
経
過
を
報
告
し
、

谷
澤
西
日
本
本
部
女
性
部
長
が
女

性
目
線
か
ら
の
実
態
報
告
も
交
え

て
決
意
表
明
を
行
な
っ
た
。

　

大
北
書
記
長
が
、「
全
組
合
員

運
動
に
創
意
工
夫
し
た
取
り
組
み

を
行
な
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

感
謝
す
る
と
共
に
、
早
期
満
額
回

答
を
求
め
て
最
後
ま
で
共
に
闘
お

う
。
不
当
労
働
行
為
の
無
い
労
働

組
合
加
入
の
自
由
を
…
」
と
行
動

提
起
を
行
な
い
、
山
中
西
日
本
本

部
青
年
部
書
記
長
が
力
強
い
シ
ュ

の
で
は
な
い
か
？
交
流
の
場
を
追
求

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

23
春
闘
の
名
古
屋
地
本
統
一
行

動
と
し
て
、
３
月
９
日
に
Ｊ
Ｒ
名
古

屋
駅
前
周
辺
で
プ
ラ
ス
タ
ー
に
よ

る
ス
タ
ン
デ
イ
ン
グ
宣
伝
行
動
を

行
い
、
そ
の
後
、
愛
知
春
闘
共
闘
の

デ
モ
及
び
決
起
集
会
に
合
流
し
た
。

　

名
古
屋
駅
前
で
の
宣
伝
行
動
で

は
、
労
組
に
結
集
し
賃
上
げ
を
求
め

よ
う
、
Ｊ
Ｒ
関
連
を
含
む
労
働
条
件

の
改
善
、
公
共
交
通
の
維
持
・
発
展
、

岸
田
自
公
政
権
打
倒
、
政
治
革
新
等

を
ス
タ
ン
デ
イ
ン
グ
宣
伝
で
訴
え
、

愛
知
春
闘
共
闘
の
集
会
で
は
国
労
と

し
て
の
要
求
や
闘
い
を
発
言
し
た
。

　

翌
日
の
10
日
に
は
、
東
海
貨
物

協
・
静
岡
地
本
・
名
古
屋
地
本
に

よ
る
貨
物
総
行
動
を
取
り
組
ん
だ
。

　

Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
前
で
23
春
闘
勝
利
、

労
働
条
件
改
善
、公
共
交
通
の
維
持
・

発
展
、
岸
田
自
公
政
権
打
倒
、
政
治

革
新
等
を
ス
タ
ン
デ
イ
ン
グ
宣
伝

で
訴
え
、
東
静
岡
機
関
区
前
集
会
で

は
、
東
海
貨
物
協
・
共
闘
労
組
・
静

岡
地
本
・
名
古
屋
地
本
か
ら
の
決
意

表
明
を
受
け
、
最
後
に
機
関
区
に
響

き
渡
る
よ
う
に
力
強
く
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
行
っ
た
。

　

２
月
18
日
に
石
川
県
平
和
と
労

働
会
館
ホ
ー
ル
に
て
「
２
０
２
３

春
闘
２
・
18
総
決
起
集
会
」
を
開

催
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
藤
野
能
章

執
行
委
員
長
が
挨
拶
を
行
い
、
春

闘
の
情
勢
報
告
と
北
陸
地
方
本
部

と
し
て
の
決
意
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
富
山
県
支
部
・
石
川

県
支
部
・
福
井
県
支
部
の
代
表
か

ら
の
決
意
表
明
を
受
け
た
。

　

総
決
起
集
会
に
は
、
北
陸
地
本

役
員
、
西
日
本
本
部
代
表
、
各
支

部
委
員
長
・
書
記
長
、
地
方
委
員
、

協
議
会
代
表
、
地
本
交
渉
委
員
な

ど
17
名
が
参
加
し
た
。

　

23
春
闘
で
北
陸
地
本
で
は
、
Ｊ

Ｒ
西
日
本
金
沢
支
社
、
Ｊ
Ｒ
貨
物

金
沢
支
店
に
対
し
春
闘
要
求
の
申

し
入
れ
を
行
い
、
ま
た
Ｊ
Ｒ
西
日

本
・
金
沢
メ
ン
テ
ッ
ク
、
ジ
ェ
イ

ア
ー
ル
貨
物
・
北
陸
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
へ
賃
金
引
上
げ
は
じ
め
労
働

条
件
改
善
要
求
を
提
出
し
、
実
現

に
向
け
て
取
り
組
み
・
交
渉
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

　

各
支
部
は
３
・
９
西
日
本
統
一
行

動
日
に
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

で
駅
前
宣
伝
や
地
域
宣
伝
、
現
場
長

の
申
し
入
れ
、
組
織
拡
大
行
動
な

ど
、
全
組
合
員
運
動
と
し
て
情
勢

に
ふ
さ
わ
し
く
、
創
意
工
夫
し
た

一
日
行
動
を
取
り
組
み
、
共
闘
団

体
と
連
帯
し
て
運
動
を
進
め
た
。

　

２
月
12
日
に
米
子
市
文
化
ホ
ー

ル
に
て
米
子
地
本
主
催
の
「
働
く
者

の
地
区
労
働
講
座
」
を
開
催
し
た
。

　

講
師
に
元
月
刊
労
働
組
合
編
集

長
の
松
上
隆
明
さ
ん
を
招
き
、「
物

価
上
昇
の
中
で
の
２
０
２
３
春

23春闘勝利に向けた

エリア・地方本部の
取り組み紹介

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
・
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
を
行
な
い
、
最
後
に
藤
野
執

行
副
委
員
長
が
、提
案
さ
れ
た
「
グ

ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
」
の
問
題
点
の
抗

議
も
し
な
が
ら
閉
会
挨
拶
を
行

な
っ
て
総
行
動
を
終
え
た
。
国
労

西
日
本
総
行
動
に
は
２
５
０
名
の

組
合
員
が
結
集
し
た
。

　

３
月
４
日
に
Ｔ
Ｋ
Ｐ
博
多
Ｂ
Ｃ

に
て
「
九
州
エ
リ
ア
本
部
組
織
拡

大
・
春
闘
総
決
起
集
会
」
を
開
催

し
た
。

　

集
会
で
は
、
春
闘
交
渉
状
況
と

し
て
２
０
２
４
新
賃
金
制
度
概
要

提
案
に
つ
い
て
、
組
織
拡
大
に
つ

い
て
報
告
し
、
各
地
区
本
部
の
行

動
報
告
・
決
意
表
明
を
受
け
た
。

　

特
徴
的
な
意
見
と
し
て
は
、「
若

年
退
職
が
昨
年
か
ら
増
え
続
け
て

い
る
た
め
、
今
後
も
退
職
者
が
出

続
け
る
と
、
安
定
輸
送
確
保
に
も

支
障
が
出
る
の
で
は
な
い
か
」「
今

春
闘
で
は
賃
上
げ
を
必
ず
勝
ち
取

ら
な
い
と
組
合
の
存
在
意
義
が
薄

れ
て
い
く
」「
連
合
系
の
若
手
社

員
か
ら
脱
退
の
話
が
多
数
出
て
い

る
」
と
い
う
も
の
で
、
新
賃
金
制

度
に
つ
い
て
も
、
学
習
会
等
で
周

知
を
行
い
、
相
談
等
に
対
応
出
来

る
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

九
州
エ
リ
ア
本
部

西
日
本
エ
リ
ア
本
部

長
野
地
方
本
部

名
古
屋
地
方
本
部

北
陸
地
方
本
部

米
子
地
方
本
部

ウクライナに平和を！2・24日比谷野音集会

闘
」
と
題
し
た
講
演
を
受
け
た
。

　

講
演
で
は
、
賃
金
が
上
が
ら
な
い

中
で
の
物
価
上
昇
に
つ
い
て
、
四
半

世
紀
に
及
ぶ
日
本
経
済
の
デ
フ
レ

化
に
つ
い
て
、
企
業
主
導
の
賃
上
げ

と
「
日
本
的
ジ
ョ
ブ
型
賃
金
」
の
問

題
、
連
合
や
各
産
別
の
動
き
と
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
企
業
の
内
部

留
保
は
ど
の
様
な
も
の
か
、
株
主

配
当
と
会
社
の
持
株
会
に
つ
い

て
、
シ
ニ
ア
賃
金
と
「
同
一
労
働
・

同
一
賃
金
」
に
つ
い
て
、
高
教
組

の
状
況
に
つ
い
て
な
ど
熱
心
な
質

問
が
行
わ
れ
た
。

　

労
働
講
座
に
は
、
国
労
組
合
員

32
人
の
他
に
、
県
教
組
・
高
教
組
・

社
民
党
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
有

意
義
な
労
働
講
座
と
な
っ
た
。

  

戦
争
す
る
国
づ
く
り
に
突
き
進
む

  

岸
田
政
権
を
打
倒
し
よ
う

　

大
軍
拡
・
大
増
税
を
は
じ
め
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り
へ
と
突
き

進
む
岸
田
政
権
へ
の
抗
議
を
込
め
て
、
３
月
19
日
に
戦
争
さ
せ
な

い
・
９
条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
と
９
条
改
憲
Ｎ

Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
共
催
の
「
軍
拡
や
め
ろ
！
軍
事
費
（
防

衛
費
）
増
や
す
な
！
暮
ら
し
を
ま
も
れ
！
入
管
法
改
悪
反
対
！

３
・
19
国
会
議
員
会
館
前
行
動
」
が
開
催
さ
れ
、
労
働
者
・
市
民

１
０
０
０
人
が
国
会
前
に
結
集
し
た
。

3・9国労西日本総行動

九州エリア本部組織拡大・春闘総決起集会

長野地本2023春闘学習会分散会風景

北陸地本2023春闘2・18総決起集会参加者

米子地本「働く者の地区労働講座」

「
岸
田
政
権
に
よ
る
『
戦
争
が
で

き
る
国
づ
く
り
』
の
問
題
点
が
国

会
審
議
で
次
々
と
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
統
一
地
方
選
挙
で
も
、

大
軍
拡
に
反
対
し
、
平
和
を
願
う

意
思
を
示
し
て
い
こ
う
」
と
挨
拶

さ
れ
、
立
憲
民
主
党
と
「
沖
縄
の

風
」
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介

さ
れ
た
。

　

続
い
て
連
帯
挨
拶
が
行
わ
れ
、

移
住
者
と
連
帯
す
る
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
山
岸
素
子
事
務
局
長

は
、「
政
府
が
国
会
に
提
出
し
た

入
管
法
改
定
案
は
、
事
情
が
あ
っ

て
母
国
に
帰
れ
な
い
外
国
人
に
刑

事
罰
を
設
け
て
帰
国
を
強
制
す
る

な
ど
、
と
ん
で
も
な
い
中
身
で
す
。

廃
案
に
す
る
た
め
多
く
の
市
民
と

行
動
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。
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国
鉄
時
代
の
看

護
学
校
を
卒
業

し
１
９
８
０
年

４
月
入
社
、
い

ろ
い
ろ
考
え
る
暇
も
な
い
よ
う
な
新

人
時
代
に
国
労
へ
。
あ
の
頃
は
ほ
ぼ

全
員
が
国
労
組
合
員
と
な
る
よ
う
な

時
代
。
そ
の
ま
ま
婦
人
部
（
現
女
性

部
）
の
活
動
へ
と
の
め
り
こ
む
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
仕
事
と
家
庭
の
両

立
、
仕
事
と
労
働
運
動
の
両
立
、

長
く
働
き
続
け
る
た
め
に
、
ど
う

し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
な
ど
多
く

の
課
題
を
、
多
く
の
先
輩
た
ち
の

知
恵
や
自
分
た
ち
で
学
習
し
、
要

求
し
、
闘
い
続
け
る
事
で
勝
ち
取

れ
る
内
容
。
半
歩
で
も
い
い
か
ら

前
進
さ
せ
た
い
。
そ
し
て
１
歩
・

２
歩
と
進
め
て
い
き
た
い
。
本
当

に
純
粋
だ
っ
た
あ
の
頃
。

　

青
年
部
と
も
一
緒
に
学
習
し
、

遊
び
、
よ
く
笑
い
、
よ
く
飲
み
も

し
た
な
。
参
加
す
る
だ
け
か
ら

企
画
・
準
備
・
進
行
。
団
体
交
渉

も
省
庁
交
渉
も
初
め
て
で
も
「
と

に
か
く
や
っ
て
こ
い
」
「
言
い
た

い
こ
と
を
言
っ
て
来
い
」
と
放
り

出
さ
れ
た
よ
う
な
状
態
、
で
も
後

ろ
で
ど
っ
し
り
と
構
え
て
い
て
く

れ
た
親
組
織
・
組
合
役
員
。
知
ら

な
い
っ
て
怖
い
で
す
、
何
で
も
で

き
て
し
ま
う
か
ら
。
そ
こ
か
ら
学

び
・
知
恵
を
得
て
次
は
こ
う
し
よ

う
と
変
わ
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
若

さ
が
あ
っ
た
時
代
。

　

分
割
民
営
化
の
長
く
苦
し
い
と

き
、
婦
人
部
（
女
性
部
）
は
女
性

で
あ
る
こ
と
、
国
労
で
あ
る
こ

と
の
二
重
の
差
別
と
闘
わ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
。
多
く
の
仲
間
を
失

い
、
た
く
さ
ん
の
傷
を
こ
の
身
に

受
け
、
そ
し
て
多
く
の
支
援
を
受

け
な
が
ら
、
人
と
し
て
成
長
し
て

き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
の
頃
は

民
間
の
闘
い
を
学
び
、
柔
ら
か
い

考
え
方
・
何
で
も
や
る
し
た
た
か

な
闘
い
方
に
驚
き
も
し
た
し
、
し

り
込
み
を
し
そ
う
に
な
る
気
持
ち

か
ら
解
決
さ
せ
て
い
き
た
い
と
願

い
・
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

時
は
経
て
再
雇
用
も
あ
と
１
年
と

少
し
と
な
り
、
私
の
国
労
現
役
人

生
も
最
終
コ
ー
ナ
ー
を
回
っ
た
と
こ

ろ
。
残
り
少
な
い
時
間
を
若
い
皆
様

と
少
し
で
も
語
り
合
い
、
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
リ
ア
ル
な
語
り
合
い
が

少
な
い
状
態
だ
っ
た
こ
と
が
何
と

も
疎
ま
し
い
。
嘆
い
て
も
帰
っ
て

こ
な
い
時
間
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら

を
細
く
長
い
運
動
で
い
い
。
自
分

た
ち
が
や
り
た
い
運
動
を
支
え
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
よ

く
飲
み
・
よ
く
笑
い
・
よ
く
語
り

合
い
た
い
こ
れ
か
ら
も
。

女性部

紹 介

 
よ
く
飲
み
・
よ
く
笑
い
・

 

よ
く
語
り
合
い
た
い
こ
れ
か
ら
も
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
部
副
女
性
部
長
　
加
藤 

照
代

　

国
労
は
第
１
９
３
回
拡
大
中
央

委
員
会
に
お
い
て
２
０
２
３
年
春

闘
方
針
を
確
立
し
、
２
月
13
日
に

Ｊ
Ｒ
各
社
に
要
求
書
を
提
出
し

た
。
そ
し
て
、
２
月
27
日
に
は
、

本
部
・
各
エ
リ
ア
代
表
が
各
政
党

に
対
し
て
Ｊ
Ｒ
に
お
け
る
若
年
層

の
離
職
防
止
の
た
め
の
賃
金
・
労

働
条
件
改
善
の
働
き
か
け
や
Ｊ
Ｒ

北
海
道
・
四
国
・
貨
物
会
社
の
安

定
経
営
の
た
め
の
抜
本
的
な
支
援

策
の
確
立
、
地
域
公
共
交
通
の
維

持
・
活
性
化
な
ど
差
し
迫
っ
た
課

題
の
解
決
を
求
め
て
要
請
を
行

い
、「
２
０
２
３
年
春
闘
勝
利
！

国
労
中
央
総
決
起
集
会
」
で
は
、

全
国
の
エ
リ
ア
・
地
方
本
部
と
リ

モ
ー
ト
で
結
ん
で
意
思
統
一
を
深

め
、
全
組
合
員
が
参
加
す
る
春
闘

の
構
築
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
た
。

　

２
０
２
３
年
春
闘
に
お
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
だ
Ｊ

Ｒ
各
社
の
運
輸
収
入
が
大
幅
に
改

善
さ
れ
、
３
月
期
通
期
決
算
で
黒

字
転
換
と
な
っ
た
こ
と
や
物
価
高

を
上
回
る
賃
上
げ
が
社
会
的
に
要

請
さ
れ
る
情
勢
の
も
と
で
、
３
年

連
続
の
ベ
ア
・
ゼ
ロ
を
許
さ
ず
、

定
期
昇
給
の
完
全
実
施
と
基
本
給

平
均
の
４
・
８
％
相
当
額
、
１
３
︐

０
０
０
円
を
基
本
と
す
る
大
幅
賃

上
げ
の
要
求
を
掲
げ
て
、
粘
り
強

い
交
渉
を
軸
と
し
た
運
動
を
積
極

的
に
展
開
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
戦
術

の
行
使
も
辞
さ
ぬ
不
退
転
の
構
え

を
持
ち
つ
つ
、
全
機
関
が
一
丸
と

な
っ
て
職
場
・
地
域
か
ら
果
敢
な

闘
い
を
展
開
し
た
。 

　

２
０
２
３
年
度
の
新
賃
金
交
渉

を
め
ぐ
っ
て
は
、
３
月
10
日
か
ら

17
日
に
か
け
て
、
Ｊ
Ｒ
７
社
か
ら

回
答
が
出
さ
れ
た
が
、
全
社
と
も

に
昨
年
度
同
様
に
要
求
の
大
き
な

柱
と
し
て
位
置
付
け
た
定
期
昇
給

の
完
全
実
施
を
勝
ち
取
り
、
さ
ら

に
ベ
ア
に
つ
い
て
も
Ｊ
Ｒ
各
社
と

も
に
有
額
回
答
を
引
き
出
す
こ
と

が
で
き
た
。

　

私
た
ち
は
、
４
年
目
に
入
っ
た

コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
お
い
て
、
職
務

遂
行
上
の
感
染
リ
ス
ク
や
健
康
不

安
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、
公
共

交
通
を
守
る
と
い
う
社
会
的
使
命

を
背
負
っ
た
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
、
安
全
・
安
定

輸
送
を
全
力
で
取
り
組
み
、
な
か

で
も
医
療
現
場
に
働
く
仲
間
た
ち

は
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
医
療
提
供

体
制
の
確
保
の
た
め
、
懸
命
に
奮

闘
し
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
一
定
の
成

果
を
引
き
出
す
た
め
に
奮
闘
し
た

各
級
機
関
な
ら
び
に
全
組
合
員
に

心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
本
部
に
寄
せ
ら
れ
た
叱
咤
激

励
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
実
質
賃
金
の

低
下
の
な
か
で
公
共
料
金
や
生
活

必
需
品
等
の
相
次
ぐ
値
上
げ
に
あ

え
ぎ
、
我
慢
に
次
ぐ
我
慢
を
強
い

ら
れ
て
い
る
社
員
の
労
苦
を
考
え

れ
ば
、
今
年
度
に
お
け
る
Ｊ
Ｒ
各

社
の
回
答
額
は
、
こ
れ
に
応
え
得

る
十
分
な
も
の
と
は
い
え
ず
、
納

得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
と
り

わ
け
、
22
年
度
の
物
価
上
昇
率
は

３
％
程
度
と
見
込
ま
れ
、
こ
れ
を

差
し
引
け
ば
ベ
ア
は
物
価
高
騰
に

追
い
つ
か
ず
、
今
年
の
賃
上
げ
だ

け
で
は
賃
金
の
実
質
的
な
目
減
り

は
到
底
食
い
止
め
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
ま
た
、
今
春
闘
に
お
け

る
各
社
と
の
交
渉
の
な
か
で
、
将

来
的
に
は
一
律
ベ
ア
の
実
施
で
は

な
く
、
定
期
昇
給
や
年
功
型
賃
金

を
能
力
給
や
成
果
型
賃
金
に
移
行

さ
せ
た
い
と
す
る
経
営
側
の
思
惑

や
意
図
も
見
え
隠
れ
し
た
こ
と
も

見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

Ｊ
Ｒ
各
社
に
お
い
て
、
社
員
が

仕
事
へ
の
誇
り
や
将
来
へ
の
希
望

が
持
て
ず
、
若
年
層
を
中
心
に
離

職
が
急
増
し
て
い
る
深
刻
な
現
状

の
中
で
、
誰
も
が
競
争
に
駆
り
立

て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
の
再
生
は

必
要
不
可
欠
な
条
件
で
あ
り
、
私

た
ち
は
今
春
闘
に
お
け
る
闘
い
の

成
果
や
反
省
点
を
踏
ま
え
、
人
間

ら
し
く
働
き
続
け
る
た
め
の
期
末

手
当
満
額
獲
得
や
賃
金
・
労
働
条

件
改
善
等
の
闘
い
の
前
進
に
向
け

て
さ
ら
に
職
場
・
地
域
か
ら
粘
り

強
く
闘
う
決
意
で
あ
る
。

　

い
ま
、
グ
ル
ー
プ
・
関
連
会
社

へ
の
業
務
の
移
管
や
外
注
化
が
深

度
化
し
、
就
業
形
態
も
重
層
構
造

化
し
て
い
る
。

　

も
は
や
グ
ル
ー
プ
・
関
連
会
社

の
存
在
な
く
し
て
安
全
・
安
定
輸

送
の
確
立
は
あ
り
得
ず
、
賃
金
制

度
や
職
場
環
境
の
改
善
を
通
じ

て
、
格
差
是
正
と
底
上
げ
を
図
る

こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
日
現
在
、
地
方
に
お
い
て
グ

ル
ー
プ
・
関
連
会
社
と
の
交
渉
が

継
続
し
て
い
る
が
、
本
部
は
引
き

続
き
、
各
エ
リ
ア
・
地
方
本
部
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
す
べ
て
の

働
く
仲
間
の
賃
金
・
労
働
条
件
改

善
に
向
け
て
取
り
組
み
を
強
化
す

る
こ
と
と
す
る
。

　

昨
年
に
続
い
て
春
闘
の
取
り
組

み
か
ら
新
た
に
仲
間
を
迎
え
入
れ

る
組
織
拡
大
を
呼
び
か
け
て
い
る

が
、
こ
の
間
、
職
場
実
態
を
交
流

す
る
な
か
で
、
い
く
つ
か
の
職
場

で
は
仲
間
の
信
頼
を
勝
ち
取
り
、

組
織
拡
大
の
萌
芽
も
生
ま
れ
て
い

る
。

　

こ
の
流
れ
を
絶
や
さ
ず
、
継
続

的
に
労
働
組
合
の
必
要
性
を
間
断

な
く
訴
え
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
職
場
や

グ
ル
ー
プ
・
関
連
会
社
に
お
い
て

社
員
の
声
を
つ
か
む
一
層
の
努
力

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
５

月
８
日
か
ら
感
染
症
法
上
の
分
類

が
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同

じ
「
５
類
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
る

が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
医
療
費
等

の
自
己
負
担
も
懸
念
さ
れ
る
一

方
、
社
員
は
Ｊ
Ｒ
・
グ
ル
ー
プ
・

関
連
会
社
全
体
で
業
務
委
託
の
打

ち
切
り
や
兼
務
、
副
業
、
社
外
出

向
、
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
な
ど
働
き
方

改
革
や
勤
務
体
系
の
見
直
し
に
名

を
借
り
た
会
社
の
労
務
政
策
の
転

換
に
よ
っ
て
さ
ら
に
労
働
条
件
の

悪
化
や
不
安
定
雇
用
の
危
機
に
瀕

し
て
い
る
。

　

私
た
ち
は
、
２
０
２
３
年
春
闘

の
闘
い
で
培
っ
た
教
訓
の
な
か
か

ら
、
社
員
の
期
待
に
応
え
得
る
労

働
組
合
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

に
お
い
て
労
働
者
が
直
面
す
る
不

安
や
悩
み
、
仕
事
上
の
不
安
や
疑

問
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
な
が

ら
、
健
康
で
明
る
く
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

各
級
機
関
で
の
創
意
工
夫
し
た
職

場
で
の
目
に
見
え
る
活
動
・
運
動

の
展
開
を
強
化
し
、
分
会
活
動
の

活
性
化
を
は
じ
め
、
国
労
組
織
の

最
重
要
課
題
で
あ
る
「
組
織
の
強

化
・
拡
大
」
に
向
け
、
一
丸
と
な
っ

て
奮
闘
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　

２
０
２
３
年
３
月
27
日

　
　
　
　

国
鉄
労
働
組
合

  
２
０
２
３
年
春
闘
に
お
け
る

 
Ｊ
Ｒ
各
社
の
新
賃
金
回
答
に
対
す
る
見
解

【2015年度年末手当の回答状況等】
2015年11月30日現在

【2017年春闘各社回答内容について】 2017年4月1日現在

会社名 本年度
実績

前年度
実績 支払日 前年比 回答日 妥結日 特記事項

北海道

東日本

東　海

西日本

四　国

九　州

貨　物

ソフト
バンク

2.03ヵ月

3.18ヵ月

3.00ヵ月

2.69ヵ月

2.6ヵ月

1.48ヵ月

2.50ヵ月

2.00ヵ月

3.12ヵ月

3.00ヵ月

2.69ヵ月

2.57ヵ月

1.32ヵ月

2.50ヵ月

12月14日

12月4日

12月10日

12月10日

12月4日

12月10日

12月7日

12月15日

同月数

同月数

同月数

11/27

11/17

11/6

3/18

11/17

11/20

11/12

11/12

11/30

11/17

11/6

3/24

11/17

11/20

11/20

11/20

0.06
ヵ月増

0.03
ヵ月増

0.04
ヵ月増

ライフ
プラン
支援金
含む

年間臨給
5.38ヵ月

2.27ヵ月
（1.87ヵ月）

2.23ヵ月
（1.83ヵ月）

0.03
ヵ月増

0.16
ヵ月増

2.85カ月+２万円

3.05カ月

1.87カ月（2.27カ月
ライフプラン含む）　

2.58カ月

北海道

東日本

東　海

西日本

四　国

九　州

貨　物

ソフト
バンク

北海道

北海道 18年連続の
ベアゼロ

平均1,050円
（所定昇給額の
6分の1）

※前年
1,328円

1,300円 同　額

200円減

100円減

同　額

1,000円

18年連続の
ベアゼロ

※今年度の決算結果を踏まえ、夏季手当と同時に回答予定

300円
（嘱託社員
200円）

200円

会社名
ベ　ア 前年比

賃金改善

その他
定期昇給 諸手当改善等

回
答
日

妥
結
日

東日本

東　海

西日本

四　国

九　州

貨　物

定期昇給

昇給係数4

標準乗数4

基準昇給

定期昇給

定期昇給

定期昇給4号
俸実施

3/15

3/15

3/14

3/13

3/20

3/15

3/15

3/18

3/18

3/15

3/18

3/20

3/18

3/22

ソフト
バンク

定期昇給
16年連続の

ベアゼロ

1,000円

同額 3.05カ月

2.52カ月

1.89ヵ月（2.29カ月
ライフプラン含む）

250円減

1,000円

750円

16年連続の
ベアゼロ

200円減（嘱託
社員100円減）

300円（嘱託
社員200円）

18年連続の

ベアゼロ

昇給係数４

標準乗数４

基準昇給

定期昇給

定期昇給

定期昇給4

東日本

東　海

西日本

四　国

九　州

貨　物

3月17日

3月15日

3月16日

3月15日

3月23日

3月17日

3月17日

3月23日

3月16日

3月16日

3月21日

3月24日

3月24日

3月24日

ソフト
バンク

16年連続の

ベアゼロ

1,000円

1,000円

750円

16年連続の

ベアゼロ

300円

（嘱託社員200円）

18年連続の

ベアゼロ

3/18

3/31

3/17

3/16

3/18

3/18

3/18

3/23

4/1

3/18

3/22

3/22

3/28

3/25

定期昇給

昇給係数４

標準乗数４

基準昇給

定期昇給

定期昇給

定期昇給

●55歳の社員については、
25,000円を支給●55歳以上59
歳以下の社員については、
15,000円支給
●グリーンスタッフの賃金改善を
することとし、基本賃金に５００円
を加える。

●契約社員・シニア社員・シニア
リーダー社員の時間給に５円加
算（京阪神地区の駅営業及び客
室乗務員の雇用期間区分2年目
以上は10円加算）

●55歳に到達した社員の基本給
月額を現行の70/100から
71/100に賃金制度の見直しを行
う  ●平成13年度以前に入社し
た社員に1号俸加算

●55歳の社員については、
25,000円を支給　●55歳以
上59歳以下の社員について
は、15,000円支給

●契約社員・シニア社員・シニ
アリーダー社員の時間給に５円
加算（京阪神地区の駅営業及
び客室乗務員の雇用期間区分
2年目以上は10円加算）

●55歳に到達した社員の基本
給月額を現行の70/100から
71/100に賃金制度の見直し
を行う  ●平成13年度以前に
入社した社員に1号俸加算   

●グリーンスタッフの賃金改善
をすることとし、基本賃金に５０
０円を加える。

※2016年度の決算結果を踏まえ、夏季手当と同時に回答

会社名 定期昇給
ベア 前年比 ベア以外 夏季手当 年末手当

回答日 妥結日
期末手当賃金改善

年間臨給5.44カ月
（夏季・年末各2.72カ月）

【2019年春闘各社回答内容について】 2019年3月22日現在　国鉄労働組合

●55歳の社員（平成31
年4月1日現在）につい
ては、25,000円を支給

●エレダー・GS社員の
賃金改善として基本給
に500円加算

●初任給調整手当①2019年4
月1日入社の新規採用者、2019
年度プロフェッショナル採用（大
学）の初任給の適用を受けた者
3,000円②2018年4月1日入社
の新規採用者、2018年度プロ
フェッショナル採用（大学）の初
任給の適用を受けた者1,000円

●嘱託社員への社員に準じた
寒冷地手当支給●扶養手当の
範囲を22歳未満の子●インフ
ルエンザ予防接種を扶養する
配偶者も社員と同様に実施

●スタッフについては、夏季
手当に10,000円を加算●
エルダースタッフについて
は、20,000円を支給

●初任給　係職1等級は
700円加算　係職2等級は
800円加算

●通勤手当　特急列車による
通勤対象区間に、九州地方で
営業する各鉄道会社の区間
を加える。支払額はその月額
又は月割額が100,000円を
超える場合は100,000円と
する。

●55歳の社員について
は、基本給に3,200円を
加算する

北海道 19年連続の
ベアゼロ

平均 648円
（所定昇給額
の10分の1）

※前年
1,050円

800円 500円減

200円減

（同額）

※前年
300円

800円
（シニア同額、
ハーフ480円）、
契約社員
5円加算

200円

ベアゼロ

200円加算

会社名
ベ　ア 前年比

賃金改善

その他
定期昇給 諸手当改善等

東日本

東　海

西日本

四　国

九　州

貨　物

定期昇給
4号棒実施

昇給係数
4実施

標準乗数
4実施

基準昇給
実施

定期昇給
実施

定期昇給
実施

定期昇給
実施

【2020年春闘各社回答内容について】 2020年3月23日現在
国鉄労働組合

●55歳の社員（令和2
年4月1日現在）につい
ては、25,000円を支給

●エルダー・GS社員の
賃金改善として基本給
に400円加算

●初任給調整手当①
2020年4月1日入社の
新規採用者に3,000円
支給、②2019年4月1
日入社の新規採用者に
1,000円支給

●スタッフについては、夏
季手当に10,000円を加算

●初任給　係職1等級は
400円加算　係職2等級
は500円加算

●初任給調整手当の一部
改正

●特定診断利用支援金対
象追加、上限3万円●保育
所等利用支援金、施設並
びに対象者見直し●動物
骨骸処置等給付金を1件
から１頭(個)1000円に見
直し

●地域社員のフロント手当
見直し、1勤務500円加算
●フレックス制適用範囲の
拡大、確定拠出年金の対
象者拡大など

●昇給額表に記載して
いる等級及び評価に応
じた昇給を実施すると
ともに、200円を加える

北海道

東　海
西日本

四　国
九　州

●夏季手当2.2ヵ月　（前年比　0.75ヵ月減　支払日6/30） 
●年間臨給（夏季手当分）1.30ヵ月　（前年比　1.39ヵ月減　支払日6/30）
　※交渉継続中（年間臨給「年末手当分」） 
●夏季手当1.21ヵ月　（前年比　0.68ヵ月減　支払日7/2） 
●回答持越し

20年連続の
ベアゼロ

ベアゼロ
※前年ベア
平均
684円

ベアゼロ 800円減

800円減

200円減

前年生活
改善資金
として

200円加算

ベアゼロ

ベアゼロ

２年連続の
ベアゼロ

ベアゼロ

会社名
ベ　ア 前年比

賃金改善

その他
定期昇給 諸手当改善等

東日本

東　海

西日本

四　国

九　州

貨　物

所定昇給
4号棒実施

所定昇給
４号棒実施

昇給係数
４実施

標準乗数
４実施

基準昇給
実施

定期昇給
実施

仕事給昇給
（定期昇給
実施）

定期昇給
実施

1,000円北海道

東日本

東　海

西日本

四　国

九　州

貨　物

所定昇給額の
1/4＋4,000円

1,000円

3,000円
（3,197円・
エリア手当
反映分含む）

2,000円

3,000円

基本給に0.1%
を乗じた額
(平均300円)
＋700円

昇給係数2
実施

（前年昇給
係数4）

標準乗数
4実施

基準昇給
実施

定期昇給
実施

仕事給昇給
（定期昇給
実施）

定期昇給
実施

【2021年春闘各社回答内容について】 2021年4月7日
国鉄労働組合

【2023年春闘各社回答内容について】 2023年3月17日国鉄労働組合

【2021年度期末手当の回答について】

東　海

西日本

九　州

3.2ヵ月

夏季・年末手当
各3.0ヵ月
2.8ヵ月+生活
支援金10万円

●夏季手当2.7ヵ月　（前年比0.5ヵ月増　支払日6/30） 

●夏季手当2.1ヵ月、年末手当2.1ヵ月　（前年比　1.06ヵ月増　支払日6/30、12/8）

●夏季手当2.15ヵ月（前年比0.51ヵ月増　支払日6/30）
●嘱託再雇用社員　雇用期間３年以上　1.62ヵ月、雇用期間３年未満　1.08ヵ月

【2023年度夏季手当の回答について】

会社名
ベ　ア

期末手当要求 回答概要

その他
定期昇給 諸手当改善等

●55歳の社員（令和3
年4月1日現在）につい
ては、25,000円を支給

※同一等級在級年数に
よる所定昇給号俸

●スタッフについては、夏季
手当に10,000円を加算

●社員向け割引商品の拡充
●社宅居住期間が15年以
上となる社員について、期間
制限を1年間延長

昇給係数
2実施

※定期昇給について昇
給係数２実施（前年昇
給係数４）＜昇給額：等
級別の「所定昇給額」×
（「昇給係数」－「昇給調
整係数」）×１/４＋特別
加給＞

●新しい生活様式の応援の
ため、JRE MALLにて社員
向け割引
商品の拡充　●2021年度
に社宅居住期間が15年以
上となる社員について、期間
制限を1年間延長

●看護休暇を取得できる子
の対象範囲の拡大　
●高年齢調整手当の支払
対象者の追加（1961年４
月２日生まれ以降の者）

〇 特別一時金の支払い
●社員、専門社員、出向受け
社員（管理職社員除く）…
30,000円
●契約社員、シニアリー
ダー・シニア社員…10,000
円

●緊急呼出手当の支払い額
の見直し●定期健康診断及
びストレスチェックの勤務の
取り扱いの見直し

●カフェテリアポイントの増
額を検討（20,000ポイント
→25,000ポイント）　●勤
続15年以上の契約社員の
退職慰労金の増額を検討
（60万円→70万円）

北海道 17年連続の
ベアゼロ

基本給×0.25％
（平均賃金
改善額
1,328円）

※前年
1,050円

1,300円 300円増

450円増

同　額

1,200円

17年連続の
ベアゼロ

※今年度の決算結果を踏まえ、夏季手当と同時に回答予定

300円
（嘱託社員
200円）

300円
（19年振り
のベア）

会社名
ベ　ア 前年比

賃金改善

その他
定期昇給 諸手当改善等

回
答
日

妥
結
日

東日本

東　海

西日本

四　国

九　州

貨　物

定期昇給

昇給係数4

標準乗数4

基準昇給

定期昇給

定期昇給

定期昇給4号
俸実施

3/16

3/16

3/15

3/14

3/23

3/16

3/16

3/20

3/19

3/19

3/16

3/23

3/20

3/23

ソフト
バンク

【2018年春闘各社回答内容について】 2018年3月23日現在

●嘱託社員、①賃金改定
とは別に1,000円引き上
げる②期末手当Aの基
準額に1,200円を加算

●55歳の社員について
は、特に一25,000円を
支給する

●グリーンスタッフは、
基本賃金に500円を加
える

●契約社員の時間給に
10円加算●シニア社
員・シニアリーダー社員
の1,200円加算

●社員・地域社員および嘱
託再雇用社員に一時金一
律50,000円支給する

●エキスパート社員の夏季
一時金は基本賃金及び高
年齢調整手当の合計額の
2.34ヵ月支給

●スタッフについては、夏季
手当に10,000円を加算●
エルダースタッフについて
は、20,000円を支給する

●初任給については、
5,000円を加える

●シニア社員の精励手当の増
額、特別精励手当の新設●契約
社員の精励手当の増額●（厚生
関係）ジェイアールウエスト倶楽
部の導入・帰省等交通費の改正

●55歳の社員について
は、基本給に1,800円を
加算する●嘱託社員は
基本給に300円加算

賃金改善

●スタッフ（パートナー社員）に
ついては夏季手当に10,000円
を加算●その他　諸制度の改正

●エルダー社員の賃金改定として基本賃
金に3,000円加算●テンポラリースタッフ
の賃金改定として1時間あたり50円加算 

●シニア社員基本給に3,000円加算
●契約社員時間給20円加算（ベア3,200
円相当）

●エキスパート社員の保障給を2,000円引
き上げ●パートナー社員の基本賃金を
1,600円引き上げ●サポーター社員の基
本賃金を10円引き上げ
●「2024年度実施予定の人事・賃金制度
改正における基本給引き上げの一部を先
行実施」●嘱託再雇用社員は3,000円の
引き上げ

●シニア社員のベア定額1,000円

●調整手当が支給されない地区
に勤務する社員に月額10,000 
円の調整手当支給●特地手当を
新設し、中央新幹線長野工事事
務所大鹿駐在に勤務する社員に
月額40,000円支給

●一時金「 雇用期間３年未満の
地域社員0.17ヵ月」●雇用期間
３年未満の嘱託再雇用社員
0.17ヵ月（支払日7/25以降）
●初任給、年齢保障給、基準額
を含む昇給表も引き上げ




